社会科（地理的分野）学習指導案
平成21年11月20日（金）
第2学年1組　34名
指導者　　　中野　敬
１　単元名　「検証・観光宮崎～ブームから定着へ～」
２　単元の目標
　　○　宮崎に観光客を定着させるための方策を追究する活動を通して、観光宮崎のこれからのあり方や観光立国をめざす日本の動きについて、考え続けていこうとする意欲をもつ。　　　　　　 　　　　〔社会的事象への関心・意欲・態度〕

　　○　宮崎の観光の現状や今後の方向性について、諸産業と関連や交通網整備等の視点から、多面的・多角的に考察することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔社会的な思考・判断〕

　　○　宮崎県の観光の現状や今後の方向性をとらえるために、様々な資料を適切に選択・活用させるとともに、自分なりの考えを表現することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔資料活用の技能・表現〕

　　○　宮崎県の観光についての学習を通して、次のような知識を身につけることができる。
〔社会的事象についての知識・理解〕

	・　観光客が増えることによって、経済的効果、社会的効果、文化的効果が期待でき、観光産業は地方にとって重要な役割を果たしていること。
・　観光客を定着させるためには、交通網の整備、観光資源（自然・歴史等）や観光施設の整備、情報発信、その他さまざまな要因が必要であり、観光産業は他の各種産業との密接な関連性をもつこと。
・　経済、雇用、地域の活性化といった観光の効果をふまえ、観光立国の実現が国家戦略として位置づけられていること。


３　指導観

○　本単元は、学習指導要領の内容「(3)世界と比べて見た日本」「ア 様々な面からとらえた日本」の「(ウ)資源や産業から見た日本の地域的特色」をもとに構成したものである。

観光は、他産業なくしては成り立たない極めて裾野の広い産業であり、その経済効果が極めて大きく、わが国の経済、人々の雇用、地域の活性化に大きな影響を及ぼすものであり、21世紀のリーディング産業となるといわれている。また、人口減少、少子高齢化が進むわが国において、観光は地域住民が誇りと愛着をもつことのできる活力に満ちた地域社会の実現をもたらすことができると注目されている。さらには、社会のグローバル化が進む中で、成長するアジアの活力をわが国に取り入れていくといった観点からも、観光立国の実現は21世紀のわが国経済社会の発展のため不可欠な最重要課題であると指摘されている。以上のようなことを背景として、平成19年1月に観光立国推進基本法が施行され、同年6月には観光立国に向けての総合的かつ計画的な推進を図るため、観光立国推進基本計画が閣議決定された。平成20年10月には国土交通省に観光庁が設置され、観光立国の実現のために、国レベルでめざましい動きがみられている。このような動きは教育界にも大きな影響を与えており、観光立国教育推進のための取り組みが全国的に行われているところである。
「なぜ観光なのか」を考えると、その背景には、多業種横断的で波及効果が多いという点に加え、他産業に比べて多額な資本投下や高度な技術水準を必要とせず、小規模でも成立可能であるという観光産業の特性が挙げられる。つまり、柱となる産業をもたない地方都市にあっては観光業に頼らざるを得ないという側面も考えられるのである。
　　　宮崎県では、平成19年1月の東国原英夫知事の就任によって、昭和40年代の新婚旅行ブーム、平成5～6年のシーガイアオープン以来の宮崎ブームが起こった。その効果は絶大で、県産品の売上増や宮崎の知名度アップにつながり、知事就任１年間での宮崎県の経済効果は約492億円に上るとの見方もある。これは、知事一人の経済効果としては例のないことであり、地域の活性化に大きな影響を与えた。宮崎県内の観光客数・観光消費額も増加に転じ、県庁が観光スポットとして注目を集めるなど、スポーツキャンプや大型コンベンションの誘致等の本来の観光宮崎の取り組みとあいまって、県内は大いに盛り上がりを見せている。しかし、最近ではブームもやや落ち着き始めている様子がうかがえる。せっかくの宮崎ブームを一過性のものとして終わらせず、新たな観光宮崎の創造のために今後いかに定着させていくかが課題であるといえる。
○　本学級の生徒（男子20名、女子13名、計33名）は、社会科の授業に対して意欲的に取り組む生徒が男子に多い。「社会科の学習が好きですか」という質問に対して、「はい」が18名、「いいえ」が3名、「どちらとも」が12名であった。特に、歴史上の事件や人物について知ることや、写真や絵画資料を詳しく見ていく学習に対する関心が高い。積極的に発表をする生徒はいるものの、深く考えずに思いつきで発言する生徒が多いため、資料をもとに根拠を挙げて自分の意見を書いたり、述べたり練習を授業で取り入れてきた。グループ内で意見を述べることはできるようになってきたが、まだ全体の場で意見を発表する場面になると発言を遠慮してしまう傾向がある。
　　本単元の内容に関連して、生徒は１年次に「都道府県の調査」の学習で宮崎県の特色について学習しており、その中で産業の特色や交通網、おもな観光地について学習している。また、本単元の学習の学習に先立って「世界と日本の資源と産業」の単元において、日本全体の視野から産業の特色をとらえる学習をしている。本単元は、これらの学習で獲得した知識や技能を活用していくものである。
本単元の内容についてアンケートを行ったところ、「県外の方にすすめる宮崎の観光地」として、青島、日南海岸、県庁を挙げていた。スポーツキャンプやコンベンション、近年宮崎県が最も力を入れている神話に関連する史跡は観光ととらえておらず、観光産業についての知識はほとんどない状態であるといってよい。これは、県外で観光客が多い観光地として、テーマパーク（ディズニーリゾート、ユニバーサルスタジオ）、京都や奈良の文化遺産を挙げた生徒がほとんどであったことからもうかがえる。また、宮崎の魅力は豊かな自然や農業（特産品）にあるととらえている生徒がほとんどであり、自分たちが住む宮崎についてまだ画一的な理解にとどまっている様子もうかがえる。
○　本単元の構成にあたっては、宮崎の観光に対する生徒の思考の変容をねらって、以下のような手立てを講じることにした。
	・学習者の思考を意識した指導過程の工夫

　　まず第1時では、東国原知事就任後の宮崎のにぎわいの様子や県全体で観光に力を入れている様子を見せ、宮崎の観光客が増加しその効果も上がってきている様子をとらえさせ、生徒に平成19年、20年の観光客数をグラフに書かせることで予想させる。生徒は観光客が大きく増加していると予想するが、複数の資料から観光が県内経済に大きく貢献しているわけではないこと、平成20年の観光客数は減少に転じている実態をとらえさせて、生徒の思考に差異をおこし（対照化）、「なぜ観光客が減少したのか」という学習問題が設定されていく工夫をする。第2時では、観光客が減少した理由を予想させたうえで（暫定的整合化）、他県の観光統計や宮崎県内の人気観光地の客数といった資料をもとに、観光客が増えていない理由をとらえさせる（確定的整合化）。
第3時以降は、これまでの学習をもとに「ブームで終わらせずに今後も宮崎に観光客を定着させるためにはどうしたらよいか」について、具体的な案を立て、討論することを通して考え、より高いレベルの知識や価値観を獲得させる（正当化）。このような指導過程にすることで、「社会について考え続ける力」の育成に迫ることができると考えた。
・生徒の思考力を高めるための討論の設定

　　第１時から獲得してきた知識や生徒それぞれの価値観を、より高いレベルに高めるための討論を設定する。具体的には、代表グループが考えた「宮崎に観光客を定着させるための具体案」について「有効である」と「有効でない」に分かれて討論し、検証していくものである。討論を通して、観光産業と他産業との関連等についてより高いレベルの知識を獲得させること、さらには今後「観光宮崎」を定着させていくためにどうすればよいのかを具体的に考えさせることをねらいとする。その際、全員が討論に参加できるための手立てとして、ただ二つの立場に分かれるのではなく、「保留」の立場で討論の様子を聞きながらどちらにも意見を言えるグループをつくっておくこととする。「保留」の立場を設けておくことで、単純に二者択一ではとらえきれない現実があることも明らかにしていきたいと考える。
　　討論では、自分の意見の正当性について根拠を挙げて第三者を説得できるように論理的に自分の主張を組み立てることや、「原因と結果」「目的と手段」といった事象間の関連を説明すること等が必要となる。さらに、相手の結論や根拠が成り立たないことを指摘したり、この根拠からこの主張は導けないことを指摘したりといった反論することも必要である。他者からの批判に耐えうるような主張を構築していこうとする過程は、新学習指導要領の改訂のポイントである「言語活動の充実」に結びつくものであると考える。
・生徒の思考の深まりを意図したゲストティーチャーの活用

　　討論のあとに、みやざき観光コンベンション協会の方をゲストとして招く。観光は「住んでよし訪れてよしのまちづくり」が基本的な考え方であることを中心に、「宮崎に観光客を定着させるための方策を考えることは、自分たちの住む宮崎をよりよくしていくことにつながる」「自分たちの住む宮崎のよさを自信と誇りをもって言えるようになることの大切さ」「観光立国の実現をめざす国レベルでの動き」等について話をして頂き、生徒の知識や価値観をさらに深めさせていくものとする。


４　単元の流れ図　　　 　　　　　教師の発問　　　　学習問題　　　　生徒の反応　　　　獲得される知識

	第１

時
	対照化
	最近の宮崎のにぎわいの様子を見てみよう
・ＷＢＣキャンプ、県庁周辺の賑わい、その他県内外の観光客で賑わう様子を映像・画像で見る。

↓

なぜ最近の宮崎は、こんなににぎわっているのだろうか？

・宮崎は観光に力を入れているため　　　・東国原知事の効果　　　　・宮崎は有名な観光地だから
↓

観光客が増えると、宮崎にどんな効果をもたらすのだろうか？
・多くの産業に、利潤増などプラスの影響がある　　・宮崎の知名度が上がる　　・宮崎に活気が出る

・出てきた意見を整理し、観光の効果を理解する。
①経済的効果…観光客が増えるほど県内で消費するお金の量が増え、各種産業へ波及する。

・H19　宮崎県観光消費額932億7千万円　→　各種産業へ計1259億円の波及効果
・H19　国全体の波及効果は53.1兆円（国内生産額の5.6％）
②社会的効果…観光産業および各種の関連産業への雇用機会を増大させる。各産業へ刺激を与える。

　 ・シーガイア開業時は2200人の雇用創出効果　・H19の国全体の雇用効果は441万人（総雇用の6.9％）

③文化的効果…宮崎ににぎわいをもたらす。住民と観光客との交流による効果が期待できる。

・「観光文化遺産」制定による地域文化の再創造、農家民泊による交流等

◎観光は、農林漁業、製造業、商業・サービス業、といった他産業と密接に関連しており、経済的効果、社会的効果、文化的効果といった効果があり、県の発展・地域活性化につながる。
↓
宮崎県が行っている観光客を呼ぶための努力を具体的に見てみよう
・県、観光コンベンション協会等の観光客誘致のための取り組みを知る。

・「新みやざき創造計画」の目標…県外観光客年5％増。H17~19平均の450万人から547万人へ。

・スポーツキャンプやコンベンションの誘致実績。　　　・「宮崎観光遺産」の選定…10か所を選定。

・観光列車の運行開始、観光情報サイト「旬ナビ」の内容、知事の「おもてなし日本一」の考え方等。
↓
知事が就任した平成19年以降の観光客数を予想してみよう
・平成19年、20年の観光客数を予想し、棒グラフに表す。

・大幅に増えているだろう　　　・過去最高ではないか　　

↓

平成19年、20年の観光客数の実態を知ろう
・「観光客数の推移」のグラフから、19年は前年比微増、20年は微減となっている実態をとらえる。

・増えていると思ったのに、増えていない。　　　・宮崎が注目を集めているのに、観光客は増えていない。

・観光に力を入れているのに増えていない。　　　

↓
宮崎県は、観光がどれくらい県内経済に貢献しているのだろうか
・県内経済への影響は大きいだろう　　　・他県に比べて観光客数が多いだろう

・県内総生産額に占める観光消費額の割合と宿泊旅行統計から、他県との比較をする。

・宮崎県は、県内総生産額（3兆5074億円）に対し、観光消費額（896億円）が占める割合は、2.5％（18年度）。

〔沖縄12.3％　宮城6.9％　京都6.7％　長崎5.9％　大阪5.1％　東京4.6％　熊本4.6％　鹿児島4.3％〕

・宿泊旅行統計調査の結果、延宿泊者数に占める観光目的の宿泊者数の割合は42.8％で37位（20年度）。

　〔沖縄91.9％、奈良90.4％、京都81.2％、熊本61.1％、鹿児島52.0％〕

→他県に比べて低い数字→観光が県内経済に大きく貢献している訳ではない
↓

学習問題　なぜ宮崎県は観光客が減少したのだろうか？

	第２時
	暫定的整合化
	↓

なぜ宮崎県の観光客は減少したのだろうか？
・個人→グループで予想を立てる。なぜそう予想したのか、理由をつける。

・知事ブームが落ち着いたのではないか。　・県庁やプロスポーツキャンプしか増えていないのではないか。
・大型の観光施設がないからではないか。　・交通網の整備が進まず、不便だからではないか。




	第２時
	確定的整合化
	↓

資料をもとに観光客が減少した理由を考えていこう
・平成20年の各県観光統計をもとに、観光客が増減する理由を考察する。

・20年に減少した県の主な理由…ガソリン価格の高騰、世界的な不景気の影響、天候不良、地震の影響、

航空路線の便減、前年に増加した反動

・20年に増加した県の主な理由…観光地・宿泊施設の新設、大規模イベント・キャンペーンの開催、高速道の整備、テレビドラマロケの効果

↓
宮崎県で観光客が減少した理由は何だろうか？
・他県の観光統計、「観光地・観光施設上位20」から考えられる理由をまとめる。
・考えられる理由…ガソリン価格の高騰、不景気の影響で国内全体に旅行を控える傾向があったこと。
宮崎県内に観光地の新設、交通網の整備はなかった。県庁とその周辺、ツアーの行き先になっている観光地以外は観光客が増えていない。神話をはじめ、観光客誘致のための情報発信、キャンペーンを行った成果で、大幅には減少しなかった。
・まとめ…観光は、経済・社会の動きや自然現象に大きく左右され、観光資源・施設の整備、情報発信、交通網の整備等、様々な視点でとらえていかないと観光客を増やすことはできない。



	第３時
	正当化
	↓
「宮崎に観光客を定着させるために、どんなことに取り組めばよいのか案を立ててみよう
・前時の視点をもとに、グループで「宮崎に観光客を定着させるために○○します」という案を立てる。

・これまでの学習の成果をふまえた具体的な案を提示する。

・複数の根拠をもとに案を提案させる。６グループにつき一つずつの案を提示させる。

・つくった案は、県観光推進課、みやざき観光コンベンション協会に提出する。

	第４時
	
	↓

各グループの案を発表しあい、どの案が最もよいか検討しよう
・各グループの代表者がプレゼンテーションを行い、自分たちのグループが考えた案を発表する。

・どの案について一番議論してみたいかを評価し合い、代表案を一つ決定する。

↓

代表グループの主張に対する自分の立場を表明しよう
・代表グループの案に対して「有効であるか」「有効でないか」の立場を選択しておく。

・選択した立場にもとづき、自分の意見のまとめや資料収集を次時までに行っておく。

	第５時

・本時
	
	↓

案をもとに討論をしよう
論題「『宮崎に観光客を定着させるために○○します』この案は有効であるか、有効でないか」
・代表グループの案について詳しく検証する討論を行う。「有効」「有効でない」「保留」に分ける。

　　　　・これまでの学習で習得した知識や、自分たちで調べたことを活用した討論にする。

↓

表決をしよう「この案は有効であるか、有効でないか」

・討論を通じて、立場を変えることを認め、保留の立場で討論に参加していた生徒も、意思決定を行う。
↓

今日の討論を振り返ろう
・討論について自己評価をし、討論を通して考えたこと、感じたことを記入する。

・宮崎に観光客を呼ぶための具体的な方策について、多面的・多角的に考察しながら「有効である」「有効で

ない」の意思決定をすることができたか。

・根拠をもとに自分の主張をすることができたか。相手の主張に対し、根拠をもとに反論できたか。

・討論を通して、「観光宮崎の定着」について考えたことや感じたことは何か。


	第６時
	
	↓

ゲストの方の話を聞いてみよう
・みやざき観光コンベンション協会の方に案を評価して頂き、「観光」について話を聞く。

　・「住んでよし訪れてよしのまちづくり」が観光の基本的な考え方である。

・観光宮崎の定着には、まず自分たちが宮崎についてよく知り、「宮崎のよさ」を言えることが必要である。

　・国の重要施策として観光立国の実現が掲げられている。
↓
ゲストの方の話を通して考えたことや「観光宮崎の定着」について、自分の意見をまとめよう
・これまでの学習をふまえて、これからの「観光宮崎」についての自分の意見をまとめる。


５　学習指導過程

【第１時】

(1)　本時の目標

　○  統計資料やグラフを読み取る作業を通して、本単元の学習問題を設定できる。　　　　　　　　　　 〔技能・表現〕
　○　観光の効果を理解し、他業種横断的である観光産業の特性をとらえることができる。　　　　　　　 〔知識・理解〕
(2)  学習の流れ

	学習活動・内容および主な発問
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　画像、新聞記事を見る。
最近の宮崎のにぎわいの様子を見よう

・県庁見学ツアー、ＷＢＣ日本代表合宿をはじめとするにぎわいの様子を見る

２　宮崎がにぎわっている理由を挙げる。
なぜ最近の宮崎は、こんなににぎわっているのだろうか　　　　　　　　　　　
　・東国原知事が就任した効果　
　・宮崎県は観光に力を入れている

　・宮崎は昔からの有名な観光地である

３　観光の効果を理解する。

観光客が増えると、宮崎にどんな効果をもたらすのだろうか
　・経済的効果…各種産業へ波及効果が大。

　・社会的効果…雇用機会の増大、インフラ整備、地域アイデンティティの確立等。

　・文化的効果…新たな地域文化の創造等。

４　県の観光客誘致のための努力を知る。
現在、県は観光客を呼ぶためにどんな努力をしているのだろうか

　・スポーツキャンプ、コンベンション実績

　・「新みやざき創造計画」の内容（県外客５％増）
　・「宮崎観光遺産」の選定（県内１０か所）
　・観光列車の運行開始（10月より）　　その他

５　平成19年、20年の観光客数を予想する。
平成19年と20年の観光客数を予想し、棒グラフに表してみよう
　・観光客数の推移のグラフ（昭和41年～平成18年）に平成19年、20年の棒グラフを書き足す。
６　平成19年、20年の観光客数の実態を知る。
平成19年、20年の観光客数の実態を知ろう
　・グラフから、知事が就任した19年は微増、翌年の20年は微減となっている実態をとらえる。

７　観光の県内経済における貢献度をとらえる。
観光はどれくらい県内経済に貢献しているのだろうか

　・県内総生産額に占める観光消費額の割合と宿泊旅行
者の都道府県順位を予想後、他県と比較する。

→宮崎県は他県に比べ低い数字である

８　本単元の学習問題を設定する。
なぜ宮崎県は観光客が減少したのだろうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　対照化

	・宮崎が全国の注目を集め、にぎわっている様子を印象づける。

・簡単な説明を入れながら、資料を次々に見せる。
・生徒自身の解釈を表出させる。

・グループで話し合う時間を設ける。

・できるだけ多くの意見が出るように、発言しやすい雰囲気をつくる。

・観光の効果を３つにまとめ、それぞれ例を示すことによって、観光の効果を理解させる。

〔具体例〕

・観光消費額の波及効果（宮崎県、国全体）

・県内、国全体の雇用効果

・地域文化の再創造の例、観光客と地元住民の交流例　等

・資料を提示しながら、県が取り組んでいることを具体的にとらえさせる。

・19年と20年分のグラフを消したものを配付し、グラフを記入させる。
・昭和40年代の新婚旅行ブーム、平成5～6年のシーガイアオープンについても触れる。

・19年は微増、20年は微減となっている実態を示し、増えているだろうという予想との差異をおこす。
・６を補足する資料として２つの資料を用い、観光が県内経済に大きく貢献している訳ではないこと、宮崎県への観光目的の宿泊者数は他県に比べ少ないことをとらえさせる。
・６と７でおこした差異を、学習問題として設定する。
	・ＶＴＲ

・写真資料

・スクリーン
・プロジェクター
・パソコン

・ワークシート

・ワークシート
・資料「宮崎県観光動向調査」「観光庁資料」「住民との交流を報じた新聞記事」「選定宮崎観光遺産」

・みやざき観光コンベンション協会、県観光推進課発行の諸資料
・副読本「わたしたちにできることってなあに？」
・ワークシート

・資料「宮崎県観光動向調査」

・ワークシート
・ワークシート
・資料「県内総生産額に占める観光消費額の割合」

・「観光庁宿泊旅行統計」



【第２時】

 (1)　本時の目標

　  ○　宮崎県で観光客が減少した理由について、予想を立てた後、資料をもとに考察することができる。　 〔思考・判断〕

　  ○  観光客を増やすためには、交通網の整備、観光資源（自然・歴史等）や観光施設の整備、情報発信、その他さまざまな要因が必要であることを理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　〔知識・理解〕

(2)  学習の流れ

	学習活動・内容および主な発問
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　前時に設定した学習問題を振り返る。

なぜ宮崎県の観光客が減少したのだろうか
２　観光客が減少した理由を予想する。

個人で予想を立てたあと、グループで話し合ってみよう　　　　　　　　　　　　暫定的整合化
・個人で立てた予想を持ちより、グループでもっともらしい予想を立てる。そう予想した理由もつける。
３　資料をもとに、宮崎で観光客が減少した理由を考察する。
平成20年に観光客が減少した県は、どんな理由があったのだろうか
・減少した県…北海道、青森、秋田、宮城、福島、長野、岡山、長崎、大分
・減少した理由…ガソリン価格の高騰、不況、円高、大地震、悪天候、ブームの停滞、航空便減便等
不景気にもかかわらず、観光客が増加した県があるが、どんな理由があったのだろうか
　・増加した県…茨城、栃木、千葉、神奈川、石川、滋賀、福井、京都、山口、島根、高知、鹿児島、沖縄
　・増加した理由…観光地や宿泊施設の新設、高速道の整備、大型イベントやキャンペーン実施、テレビ放映効果等
４　宮崎県で観光客が減少した理由をまとめる。

宮崎県で観光客が減少した理由として、どんなことが考えられるだろうか　　　　確定的整合化
・観光地の新設や交通網の整備はなかった。
・県庁とその周辺、ツアーの行き先になっている観光地以外は客数が増えていない。
・観光客誘致のための情報発信、キャンペーンを積極的には行ってきたために、大幅な減少にならなかった。
５　この時間のまとめをしよう
今日の学習で分かったことをまとめよう
　・観光は、経済・社会の動きや自然現象に大きく左右されるものである。
　・観光資源や施設の整備、情報発信、交通網等の社会基盤の整備等、さまざまな視点でとらえていかないと観光客を増やすことはできない。
	・観光客が減っていく要因、観光客が増えていく要因にはそれぞれどんなことがあるかを考えさせながら、予想を立てさせる。
・各県の観光統計から、観光客が減少した理由を挙げる。

・不況や円高については、深入りしない。

・宮崎県が減少の理由として挙げているのは、「ガソリン価格」「不況」「円高」であり、旅行を控える要因となったことを伝える。

・旅行を控える要因があったにもかかわらず観光客が増えた県の統計から、その理由を挙げる。
・観光客が増えるには、多様な要因があることをとらえさせる。

・「観光地・観光施設上位20」から、宮崎県で観光客が減少した理由として考えられることをまとめる。
・知事ブームに頼っている面があることもとらえさせる。

・神話をはじめとする情報発信等の努力を積極的に行ったからこそ、大幅な減少にはならなかったととらえさせたい。
・動機（情報発信）、手段（交通網等社会基盤）

　目的（魅力ある観光地）という３つの視点に分けて整理しておく。

・次時から、宮崎県に観光客を定着させていくための案をつくっていくことを予告し、授業を終える。
	・ワークシート

・ホワイトボード

・マーカー

・ワークシート
・資料「各県観光統計」
・資料「宮崎県観光動向調査」

・資料「キャンペーンパンフ」

・ワークシート


【第３時】

(1)　本時の目標

　○　宮崎に観光客を定着させるための案をつくる活動を通して、これからの観光宮崎の定着に目を向けることができる。
　〔関心・意欲・態度〕

　○　前時までに学習したことをもとに、今後も宮崎に観光客を定着させるための具体案をグループで検討することができる。
〔思考・判断〕

(2)  学習の流れ

	学習活動・内容および主な発問
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　前時の内容から、これからの学習活動を理解する。

今後も宮崎に観光客を定着させるには、どんなこ
とに取り組んだらよいだろうか？

２　視点をもとに案を作成する。

これらの視点をもとに、「宮崎に観光客を定着さ
せるために○○します」という案を立てよう。
正当化
　・６グループで１つずつの案を立てる。

　・これまで学習したことを生かした案とする。

　・根拠を明示できるように作成する。
　・できた案を次時にプレゼンテーションで発表できるように準備する。
	・前時までの学習を振り返り、本単元後半の学習に対する意欲をもたせる。
・「動機」「目的」「手段」の視点、前時までに学習した「観光の効果」「観光産業の特性」を踏まえて、宮崎の独自性を前面に出した案をつくるものとする。

・特に県外客を誘致する案を考えさせる。
・つくった案は、みやざき観光コンベンション協会に提出し、評価していただくことを伝える。
	・これまでのワークシート

・副読本「わたしたちにできることってなあに？」




【第４時】

(1)　本時の目標

　○　各グループの発表を聞いて、宮崎に観光客を定着させる案としてもっとも議論してみたい案はどれかを判断することが
できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔思考・判断〕
　○　自分のグループの案を、根拠を挙げて分かりやすく説明することができる。　　　　　　　　　　　　〔技能・表現〕
(2)  学習の流れ

	学習活動・内容および主な発問
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　各グループの案を発表しよう。
グループごとに、自分たちの案を発表しよう。
　・プレゼンテーションにより、１グループ４分で発表する。その後、質問を受ける。
　・他の班の発表を聞きながら、ポイントをメモする。

　・「現実的な実現可能性」「観光の効果」「負の効果を起こす可能性がないか」を視点に各グループの発表を評価する。

２　もっとも議論してみたい案はどれか決定する。

６グループの案の中で、もっとも議論してみたい
いと思う案はどれかを選ぼう。　　　　　　　　　　　　　　　
　・理由を明確にして、もっとも議論してみたい案を
　　１つ選ぶ。
３　代表グループの案に対する立場を決めよう。

代表グループの案に対して、「有効である」「有効

でない」「保留」の立場を表明しよう。　
　・その立場にした理由を明らかにしておく。
	・根拠を挙げて分かりやすく説明させる。
・声の大きさ、話し方にも留意させる。

・各グループの発表を聞き、評価の視点にそって適切に評価させる。

・疑問点について質問させ、それに対して答えさせる。

・明確な理由を文章で表現するよう指示する。
・次時までにやっておくことを予告する。

①代表グループは案の見直しをする。

②その他の生徒は自分の意見をまとめ、その根拠となる資料を収集しておく。
	・パソコン

・プロジェクター
・スクリーン

・ワークシート
・ワークシート
・ワークシート


【第５時（本時）】
(1)　本時の目標　

　　○　宮崎に観光客を定着させるための方策を話し合う討論に、意欲的に参加することができる。 　〔関心・意欲・態度〕

　　○　宮崎に観光客を定着させるための代表案について、具体的な根拠をもとに、複数の視点から有効性を判断することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　〔思考・判断〕

(2)　学習の流れ

	学習活動・内容および主な発問
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　代表グループの発表を聞く。

「宮崎に観光客を定着させるために森のフィール

ドアスレチック＆宿泊施設を綾町に開設します。」

　・代表者がプレゼンテーションを行う。

・前時の内容を振り返りながら、代表者の発表を聞く。

２　代表者の案をもとに討論をする。

代表者の案をもとに討論をしよう。

論題「宮崎に観光客を定着させるために森のフィー

　　ルドアスレチック＆宿泊施設を綾町に開設し

ますこの案は有効であるか」　　　正当化
(1) 論点を確認する。

代表者の案は、宮崎に観光客を定着させるために、

有効であるか。

(2)「有効である」派が代表案の補足説明を行う。

(3) 代表案に対するへの質問をする。

(4) 討論を行う。

・「有効でない」派は代表者及び「有効である」派へ問題点を指摘したり、反論したりする。

　・代表者及び「有効である」派は再反論する。

　・保留の立場は、双方に対して質問したり、意見を述べたりすることができる。

３ 表決を行う。

この案は有効か、有効でないか全員で投票しよう。

　・ワークシートに討論後の立場を記入後、表決を行う。

・最初と異なる立場に変化することも認める。
　・保留をしていた生徒も表決に参加する。

４ 討論のまとめをする。

今日の討論について評価しよう。

考えたことや気づいたことを挙げてみよう。


	○どんな案が挙げられたのかを振り返り、この案に対する自分の主張を再確認する。

○討論の形式は以下のようにする。

・代表者が前に座る。

・コーディネーターを教師が努める。

・「有効である」と「有効でない」「保留」に分かれる。
○論点がぶれないようにするため、論点を確認しておく。

○「定着」の定義をしておく。

○何について議論しているのかを明確にするため、出された意見のポイントを黒板に記録していく。

○論点がぶれないように、教師が修正を行う。

○データ（資料）をもとに根拠のある発言を心がけさせ、人の意見を聞きながらポイントをメモさせる。

○討論後半は、代表案をよりよいものに練り上げていく方策を考えさせる。

○討論をするからこそ、自分たちでは気づかなかった点に気づいたり、新たな発見があるのだということを感じさせる。

○主張は対立していても、観光客を宮崎に定着させる条件を考えてきたのだという共通項をとらえさせる。
	・スクリーン

・プロジェクター
・パソコン

・調査資料

・これまでの

ワークシート

・ワークシート

・投票札

・ワークシート




(3)　板書計画

	論題「『宮崎に観光客を定着させるために森のフィールド　　　　定着とは･･･ また来たいと思える（リピーター）

アスレチック＆宿泊施設を綾町に開設します』　　　　　　　　　　　　ブームや話題性で終わらない

この案は有効であるか」





【第６時】
(1)　本時の目標　

　　○　討論やゲストティーチャーの話を通して獲得した知識や自己の価値観を、自分の言葉で表現することができる。

〔技能・表現〕

　　○　ゲストティーチャーの話から、「観光」の基本的な考え方や観光立国をめざす国の施策について理解する。

〔知識・理解〕

(2)　学習の流れ

	学習活動・内容および主な発問
	指導上の留意点
	資料・準備

	１　前時の討論を振り返る。

前時の討論でまとめたことを振り返ろう。
・宮崎が観光地として定着していくための条件、地域振興の条件を振り返る。

２　ゲストティーチャーの話を聞く。
みやざき観光コンベンション協会　観光推進局

年見健一局長の話から学ぼう。　　
　・以下の内容について話を聞き、「観光」の学習を深める。

①提出した案に対する評価

②「観光」の基本的な考え方

③住民である自分たちが宮崎についてよく知り、「宮崎のよさ」を言える必要性

④「観光立国」をめざす国の施策、県の施策
　・もっと聞きたいことについて質問をする。
３　本単元のまとめをする。

ゲストの方の話を聞いて考えたこと、「観光宮崎の定着」についての自分の意見をまとめよう。

正当化
　・これまでの学習を通しての自分の意見の変化、自分たちの住む地域に対する意識の変化、等についてまとめる。

	・前時の討論のまとめを振り返らせ、本時の内容への意識を高める。

・メモを取りながら、真剣に話を聞かせる。
・案を評価していただきながら、県が力を入れて取り組んでいることについて教えていただく。

・「住んでよし、訪れてよしのまち（国）づくり」の考え方を中心に、まず自分たちが宮崎を知ることが大事であることや、観光客の定着には「おもてなしの心」が必要であること等を話していただく。

・積極的に質問をさせる。

・本単元の学習を通してどんなことを学んだのか、考えたのか、ゲストの話から何を感じたのか等を書かせる。

・本単元で学習したことは、観光以外の他産業について考察する上で、あるいは宮崎だけでなく他の地域を考察する上でも生かすことができるものであることを生徒に伝えたい。
	・前時のワークシート

・ワークシート
・ワークシート











有効である


○提案のポイント


○出てきた意見のポイント


○





保　留


○出てきた意見のポイント


○


○





有効でない


○出てきた意見のポイント


○


○


























